
 

 

 

 

就労yamatoでは7月より納品や広報紙お届けを再開しました。

このような作業でも、手指消毒の機会が増えたり、今までそのまま

展示していた製品にもラッピングをしたりと、「新しい生活様式」

を取り入れつつ、従来通りの挨拶や手順などを行いながら、地域の

方々と接点を持つ機会を継続しています。 

 

【メンバーの感想】 

・今回初めて広報紙を届けに、外に出て作業することにな

りました。最初に大和市社会福祉協議会へ行き、広報紙

が５部入った封筒を渡しました。この時、建物の中が狭

くあまりにも人が多くて緊張しました。次に大和市障が

い福祉課に行き、番号札を取って呼ばれるまで待ち、こ

ちらも広報紙が５部入った封筒を渡しました。無事に広

報誌のお届けすることが出来ました。今後も行いたいと

思いました。(Yさん) 

 

・この日は、アガペセンターに納品に行きました。初めてな 

ので不安でしたが、スタッフがテキパキ動いてくれたの

で、流石だと思いました。製品を並べた時に普段の作業で

「ゆっくり丁寧に」と言われる事があらためて大切だと思

いました。普段の作業も丁寧にまた、確認も大切に行いた

いです。（Hさん） 

 

・職員とスプンティーノに納品に行きました。納品先に着いてお店の人に挨拶をし、前回納品した

物を回収し、今回納品するものを並べました。自分なりに考え並べた後、職員に確認してもらい、

アドバイスをもらいながら並べる事が出来ました。（Fさん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 今月の動き ● 
●利用者の動き 

・FKさんが8月から就労Bへ移籍しました。 

・WKさんが7月に生活訓練を退所しました。 

・AYさんが7月に就労Bを退所しました。 

●就労の動き 

・就労nextの利用者が1名内定をいただきました。 
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2020年度家族会について 
 

新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点か

ら、大変残念ですが今年度の家族会の開催は見

合わせることにいたしました。 

次年度の開催につきましては、改めて書面に

てお知らせいたします。 

どうぞよろしくお願いいたします 

４カ月ぶり！ クロスオーバーyamato（就労B） 



 

 
今年の夏は、全国的に平年以上に暑い夏になりそうだと言われてい

ます。新型コロナウィルスの感染防止のためにマスクの着用は必須で

すが、マスクの着用により熱中症のリスクを高める可能性があります。 

そこで今回は、熱中症予防とコロナ感染対策とを組み合わせ、オン

ライン（zoom）を使用した講座を行いました。終盤にはクイズを取り

入れながら、熱中症やコロナ感染予防・対策について皆で学びました。 

 

 

【メンバーの感想】 

・今回の講座で、コロナ禍の中での熱中症対策を学びました。水分補給   

はもちろんのことですが、今年はマスクが必要なので、社会的距離を  

保たないとマスクが外せないことや、マスク熱中症という新しいこと 

も聞き、気を付けようと思いました。（Wさん） 

・感染症対策も大事ですが、熱中症の方が多いので、より一層気を付け 

ないといけないと思いました。（Mさん） 

新たな取り組みとしてピンクッション作りを始めました。裁縫の際に針を刺

しておくための針山です。 

布巾縫いからスタートした活動が広がったもので、製作には布の裁断やボンドを用いた接着、縫う作業、 

綿を詰めるなど様々な作業を行います。これまでに行っていない曲線を縫うことも皆さん上手です。 

完成したピンクッションは日ごろの活動で皆が使用します。 

【メンバーの感想】 

・ボンドで貼り付けたり、布にペンで線を引いたりすることが難しか

ったです。（Ｔさん） 

・ボンドを塗るのが大変だったけど上手く完成できました。（Ｈさん） 

・いい感じに出来たので良かったです。（Ｍさん） 

 

 

 

 

 

 オンラインでの作業活動をはじめました。画面越しに作成途中の 

作品を映し、作業工程を確認しながら進めています。 

 

 

〇８月の予定 

５日  厚木市障害者協議会「一貫した子育て・療育 

支援プロジェクト」会議 

19日 綾瀬市専門相談カンファ・相談支援事業所連絡会 

19日 厚木市障がい者相談支援センター連絡調整会議

 

 

 

クロスオーバーnextからお二人の方が実習の機会を得ることができ、

職場実習に取り組まれました。 

コロナウィルス感染症の影響などもありましたが、お二人にとって、

職場の環境や職種・業種を知る良い機会になりました。 
 

【メンバーの感想】 

今まで隔週で 2 回、水曜日から準備をして配布を行

っていました。しかし、今回のコロナウィルス感染症の

影響により、受注先にも影響が出たため、6月いっぱい

で配布は休止となりました。 

6 月の 4 週目が最後となりましたが、今までと変わ

りなく、ポスティングを通して、効率を考えてチームで

行動すること、天候に左右されない働き方、歩き続ける体力づくりなどを目

的にメンバーは仕事をやり切っていました。 

6月からオンライン（zoom）を利用してnextミーティングを行っ

ています。日々の役割分担を画面共有やチャット機能などを使って話

し合いました。 

オンライン（zoom）を利用してみて感じたことを聞きました。 

 

【メンバーの感想】 

緊急事態宣言前は相手の顔が向かい合っていたので、相手の声が聞き取れなかったら「今言ったことをもう

一度お願いします」と自分の音声で伝えることができました。 

next が再開してからのミーティングは「今言ったことをもう一度お願いします」を自分のスマートフォン

に入力することが初めての経験でしたが、これから慣れていこうと思いました。（Yさん） 

 

今回は感染症対策として、3回に分けて少人数制で

メイク講座を開講することとしました。 

ボランティアさんをお招きし、スキンケア 

やメイクの基礎を学んだり実際にメイク体験 

をしたりする貴重な経験になるかと思います。 

実習も含め、色々と初めてのことばかりで

すごく緊張しました。 

やるべき作業がたくさんあり、自分にとっ

ては大変に感じられました。分からないこと

だらけで戸惑っていましたが、丁寧に教えて

もらいながらなんとか無事に終えることがで

きて良かったです。将来について考える上で、

とても良い経験になったのではと思います。 

（Aさん） 

何事にも必死でしたが、全力で取り組めたと思いま

す。実習生ならではの距離感や視点で、製品がどのよ

うに作られているか知ることができて、とても感動し

ました。ラベル貼りで next の経験を活かせるところ

もあり、ライン作業では新しいことも学べたので、充

実感とやりがいがありました。 

休憩時間は自由のようで、そうではない気がしまし

たが、優しい職場の方々に恵まれたので、安心して過

ごせました。とても貴重な経験と、次へ進む大きな一

歩が踏み出せたのではないかと思いました。(Sさん) 

完成♪実用的且つ可愛らしいキノコ型フォルムです♪ 

クロスオーバーnext（就労B） 


